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ri酵く

「
諏
訪
神
社
秋
季
大
祭
」
実
施
要
綱
に
つ

い
て
９
月
１０
日
（日
）
１９
時
よ
り
浜
野
会
館
に

お
い
て
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
は
諏
訪
神
社
奉
賛
会
、
町
内

会
、
町
会
、
神
輿
愛
好
会
等
の
協
力
団
体
等

が
出
席
、
実
行
委
員
会
の
設
置
、
準
備
、
親

神
輿

・
子
供
神
輿
渡
御
に
つ
い
て
の
議
案
を

審
議
し
ま
し
た
。
今
年
は
新
た
に
グ
リ
ー
ン

ス
テ
ー
ジ
町
会
が
加
わ
り
ま
し
た
。
旭
町
会

１
と
２
が
合
併
し
全
体
と
し
て
は
２‐
町
会
と

な
り
ま
す
。　
一
部
渡
御
順
路
が
変
わ
り
ま
し

た
が
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一諄誠ｍ“腹〓一〓ｒ一卜〓〓一

秋
季
祭
礼
は
、
多
く
の
町
民
が
参
加
す
る

浜
野
町
の
お
祭
り
と
し
て
、
神
社
奉
賛
会
、

浜
野
町
内
会
、
浜
野
東
自
治
会
が
主
催
し
、

関
係
団
体
、
各
町
会

一
体
と
な
っ
て
実
施
す

フ０
。

一
、
祭
礼
の
日
時
に
つ
い
て

１０
月
８
日
（日
）
神
輿
渡
御
は
小
雨
決
行
、

雨
天
の
場
合
は
実
行
委
員
協
議
の
う
え
中
止

す
る
。

二
、
神
奥

。
お
囃
子
の
渡
御
に
つ
い
て

親
神
輿

子
供
神
輿

太
鼓
曳
き
（山
車
）

お
囃
子

三
、
諏
訪
神
社
秋
季
祭
礼
実
行
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て

イ
、
実
行
委
員
会
構
成
団
体

Ａ

・
主
催
団
体

・
神
社
奉
賛
会

・
浜
野
町

内
会

・
浜
野
東
自
治
会

Ｂ

・
協
力
団
体

・
各
町
会
（長
）
・
神
輿
愛

好
会

・
祭
囃
子
保
存
会

・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
会
、
交
通
安
全
協
会
生
浜
支
部
、
生

浜
飲
食
店
組
合
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
地
区

Ｐ
Ｔ
Ａ

作
業
順

奉
納
演
芸
舞
台
作
り

１０
月
１
日
（日
）
午
前
８
時
よ
り
実
施
。

「雨
天
の
場
合
は
翌
１０
月
２
日
（月
）
に
実

施
」
各
町
会
よ
り
１
名
参
加
す
る
。

口
。
１０
月
６
日
（金
）
午
後
１
時
～
３
時
ま
で

神
輿
渡
御
に
伴
う
休
憩
所
他
に
使
用
す
る

榊
、
笹
竹
、
砂
、
大
小
オ
ン
ベ
ン
、
縄
を

神
社
境
内
に
て
配
布
す
る
の
で
引
き
取
り

に
来
る
。

ハ
・
神
社
清
掃
、
神
興
組
立

（神
輿
愛
好
会
）、

天
幕
張
り
、
１０
月
７
日
（土
）
午
後
２
時
よ

り
各
町
会
１
名
参
加
。

二
・
神
輿
御
霊
入
れ
、
１０
月
７
日
（土
）
午
後

５
時
４０
分
よ
り
大
塚
神
官
、
神
社
役
員
、

神
輿
愛
好
会
、
氏
子
有
志
参
加
。

ホ

・
神
社
夜
詰
め
　
１０
月
７
日
（土
）
午
後
８

時
よ
り
８
日
午
前
８
時
ま
で

東
自
治
会
石
橋
幹
男
、
旭
町
　
宮
崎

正

へ
。
当
日
１０
月
８
日
（日
）
午
前
８
時
３０
分
よ

り
神
事
を
行
う
。
実
行
委
員
、
各
団
体
長
、

神
社
役
員
、
氏
子
有
志
は
８
時
１５
分
ま
で

に
集
合
す
る
。

卜

・
午
前
９
時
１０
分
に
神
輿
は
神
社
を
出
発
、

神
社
納
め
は
午
後
６
時
。
渡
御
コ
ー
ス
、

休
憩
所
は
別
紙
の
と
お
り
。

チ

。
各
町
会
は
午
前
８
時
よ
り
神
社
か
ら
お

供
物
を
引
き
取
り
各
戸
に
配
布
す
る
。

り

。
お
賽
銭
持
ち
、
親
神
輿
付
２
名
、
子
供

神
興
付
１
名
は
駅
通
り
町
会
菅
原
哲
彦
、

浜
新
田
町
会
　
小
菅
　
昇
。
午
前
東
自
治

会
　
田
村
　
栄
、
午
後
浜
新
田
町
会
、
篠

塚
幸
司
他
に
依
頼
す
る
。

ヌ
。
御
霊
抜
き
後
、
神
輿
解
体
は
午
後
６
時

よ
り
神
輿
愛
好
会
に
よ
り
行
う
。

五
、
奉
納
演
芸
に
つ
い
て

イ

・
本
年
度
も
奉
納
演
芸
は
、
宵
祭
り
の
１０

月
７
日
（土
）
に
実
施
す
る
。
奉
納
演
芸
担

当
は
石
原
泰
郎
と
す
る
。

口
・
演
芸
、
企
画
構
成
は
上
記
担
当
が
総
括

す
る
。

ハ
・
演
芸
の
出
演
者
は
有
志
の
ほ
か
、
各
種

団
体
に
協
力
を
依
頼
す
る
。

二
・
演
芸
は
午
後
６
時
３０
分
に
開
演
し
、
午

後
９
時
に
終
了
す
る
。

ホ

。
甘
酒
等
の
授
与
サ
ー
ビ
ス

Ａ

。
甘
酒
を
神
社
世
話
人
、
有
志
女
性
２

～
３
名
位
に
依
頼
し
て
来
場
の
皆
様
に

提
供
し
、
福
引
き
も
行
い
、
賑
や
か
に

し

一
層
盛
り
上
げ
る
よ
う
に
す
る
。

（景
品
も
準
備
す
る
）

Ｂ

。
参
加
者
全
員
に
景
品
を
配
布
す
る
。

へ
。
当
日
又
は
舞
台
設
置
日

（１０
月
１
日
～

１０
月
２
日
）
が
雨
天
の
場
合
は
浜
野
会
館

で
開
催
し
ま
す
。

卜

・
舞
台
、
天
幕
等
の
解
体
は
１０
月
９
日

（月
祝
日
）
午
前
８
時
よ
り
行
う
。
（雨
天

の
場
合
は
１０
日
（火
）
。

チ

。
各
町
会
よ
り
１
名
参
議
。

イ 四
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役  職  名 ※1 責 任 者 。所属役職名 役 職・補 佐 役 。氏 名

実 行 委 員 長 石橋 幹男 (奉賛会 会長 )

副 実 行 委 員 長
二
夫
洋
哲

嶋
倉
長
藤

(浜野町内会会長 )
(浜野東自治会長 )

武
彦昭

葉
野
秋
平

(浜野町内会副会長 )
(奉賛会副会長 )

総
務

運

総 務 ・ 祭 事 ◎澤本利行、◎田村 栄 長嶋明義、菅 政司 (総務部長 )
祭  礼  神  事 小菅 昇 石原泰郎、澤本利行、由良則和

鴇田三郎、吉田忠男受 付 。会 計 ※3 並木 昭、篠塚幸司、宮崎 正

御

渡

渡 御 管 理 ◎石橋 幹男 篠塚幸司 (神輿渡御 トラック運転 )、 荒川喜勝 (子供神輿
トラック運転 )、 依知川 (お囃子 トラック運転 )

神 国
（
細野 和実、石橋 幹男 神輿愛好会 会長

お  囃   子 小野口寿― 祭囃嘘子保存会 会長

輿
調
神
は

供
車

子
山

一
勝

行

臣

宣
口
信

川

橋

塙

書
ハ
石

第一区長 瀬尾 忠雄 各町会、補助世話人
(町会役員、氏子代表、祭典委員、
PTA、 依頼された方々 )

第二区長 宮崎  正
第三区長 遠山 悦行

交 通 整 理 ※4 小野口寿一、中川雅文 交通安全協会生浜支部長、スポーツ振興会会長

奉
納
演
芸

舞 台 設 営 細野和実、秋葉光重、石橋幹男
小野口寿一
今田政一、目崎正雄、櫛田敦史、久野弘道、各町会代表

出演者募集、福引 ◎石原泰郎、平野昭彦、田村 栄 澤本利行、大健通夫 (福祉部長)自 井由美子 (婦人部長 )
菅 政司 (総務部長)     松岡 義明 (文化部長 )
青年部長他有志     1   笠原  強 (北二町会 )

司 会 ・ 音  響 ◎菅原哲彦、◎叶親重信、笠原強
境 内 出 店 板倉カツ枝

尽
一食
会 場 設 営 ◎購入 澤本利行、由良則和、他 設営、年当番  1区、区長、町会代表
飲 食 物 購 入 平野明彦、篠塚幸司、石橋(会 )、由良則和、他 渡邊正美、並木 昭、澤本利行、長嶋明義、由良則和、宮崎 正、他

各担当は担当リボンを着用する。前もって貸与されたリボンは祭礼終了後は、各町会で保管し毎年使用して下さい。

各担当は夫々部会 (◎印責任書)と し、実施方法を企画するとともに、他担当者とも連携し楽しい浜野町の祭礼が
実施されるよう努める。

会計処理について当日神社に届く御灯明料及びお賽銭 (神興渡御に伴うものを合む)は祭礼会計として処理する。
中央警察署浜野駅前交番に祭礼行事の届出を行い、随時巡回等を依頼する。

記 ※ 1

※2

３

４

※

※

［付
記

。
注
意
］

４

・
の
作
業
順
の
イ
、　
ハ
及
び
５
の
奉

納
演
芸
の
卜
は
舞
台
設
営
担
当
と
す
る
。

担
当
と
は
企
画
、
立
案
、
運
営
の
責
任

と
い
う
こ
と
で
、
協
力
者
は
例
年
ど
お
り

各
町
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
も
の
が
あ
た
る
。

５

ｏ
の
奉
納
演
芸
の
出
演
希
望
者
は
例

年
通
り
全
町
民
よ
り
募
集
す
る
。

六
、
子
供
神
興
に
つ
い
て

イ

。
子
供
神
輿
太
鼓
曳
き

（山
車
）
は
親
神

輿
と

一
緒
に
行
動
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、

場
合
に
よ
つ
て
は
別
行
動
を
と
り
、
枝
道

を
通
り
、
広
く
全
町
渡
御
す
る
よ
う
各
町

会
で
研
究
す
る
。

口
。
子
供
が
少
な
い
た
め
担
ぎ
手
が
少
な
く
、

数
町
会
が
合
併
し
て

一
緒
に
担
ぐ
こ
と
も

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
す
で
に
行
っ
て
い

る
町
会
も
か
な
り
あ
り
ま
す
。

ハ
・
引
継
ぎ
場
所
は
子
供
神
輿
渡
御
順
路
に

よ
り
、
工
夫
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

七
、
神
輿
渡
御
に
伴
う
次
の
補
助
世
話
人
は
、

各
町
会
で
選
出
し
、
渡
御
の
補
助
を
行
う
。

イ

。
大
う
ち
わ
持
ち
　
　
２
名

（神
社
う
ち
わ
２
枚
で
町
内
の
雰
囲
気

を
盛
り
上
げ
る
）

口
・
交
通
整
理
補
助
　
　
２
名

（ト
ラ
ロ
ー
プ
に
よ
る
神
輿
休
憩
所
の

安
全
管
理
）

ハ
。
太
鼓
曳
き
　
　
２
名

（太
鼓
曳
き
の
誘
導
、
支
援
）

二
・
馬
担
当

（神
興
の
脚
台
）
２
名

（神
輿
１
名
、
子
供
神
輿
１
名
）

親
神
輿
に
神
輿
会
よ
り
１
名
つ
く
。

ホ

。
子
供
神
輿
は
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
、
他

の
役
員

（町
会
）
に
も
お
願
い
し
、
太
鼓

曳
き
の
男
子
世
話
人
町
会
は
、
２
名
は
町

会
の
氏
子
、
祭
典
委
員
等
に
お
願
い
す
る
。

人
、
各
町
会
の
高
張
提
灯
担
当
者
は
下
記
に

よ
り
神
社
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

イ

・
宵
祭
り
高
張
提
灯
も
ち
担
当
１０
月
７
日

（土
）
午
後
５
時
２５
分
神
社
に
集
合
す
る
。

口
。
宮
出
し
高
張
提
灯
も
ち
担
当
者
は
、
１０

月
８
日
（日
）
午
前
８
時
５５
分
神
社
に
集
合

す
る
。

ハ
。
宮
入
高
張
提
灯
も
ち
担
当
者
は
、
１０
月

８
日
（日
）
午
後
５
時
２０
分
神
社
に
集
合
す

２

０

。

二
・
神
輿
渡
御
連
絡
、
受
担
当
者
を
１
名
設

置
。

九
、
そ
の
他

イ

。
当
日
、
神
社
境
内
に
て
お
囃
子
の
奉
納

が
あ
り
ま
す
。
是
非
お
参
り
下
さ
い
。

口
・
神
輿
休
憩
所
に
お
け
る
管
理
体
制
に
つ

い
て以
前
に
、
毒
物
混
入
等
の
不
詳
事
件
の

発
生
が
あ
り
ま
し
た
が
、
神
輿
休
憩
所
等

に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て
は
、
責
任
者
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
常
時
複
数
の
人
が

待
機
、
管
理
し
不
審
者

へ
の
注
意
等
引
続

き
万
全
の
配
慮
を
も

つ
て
行
う
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ハ
・
神
興
渡
御
、
休
憩
所
に
お
い
て
は
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
会
の
指
示
に
従
い
、
安
全
な

渡
御
に
配
慮
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平成29年10月号 は  ま  の

平成29年度 神輿渡御順路及び時間概略表 (Bコース)

1.子供神輿は、 8時 50分 (神主御祓い後渡御)よ り三井町会を一巡した後、農協前で親神輿に同行する。
2.◎欄 :神輿渡御コース、予定時間。●Aコースは偶数年(グリーン町会渡御)● Bコ ースは奇数年(柳町4B渡御)

l頂 路 渡御予定時間 休 憩 所 休 憩 時 間 備 考

神社 神事 8:30^▼  9:10
神社、町内会、神輿愛好会
お囃子連、役員

神社～三井～農協支店 ◎ 9:10～ 9:20

農協支店～北 2～田村駐車場
(北 2入口より田村駐車場、渡御)

9:20- 9:30 神輿輸送
担ぎ手 バス移動

田 村 駐 車 場 9:30- 9:40

北2～柳町～グリーン町会、櫛田宅周辺 9:40- 9:50 グリーン町会 供神輿渡御 神輿車輸送 バス移動
櫛田宅周辺～高梨機械～荒川石材店付近 ◎ 9:50～ 10:05

荒川石材店～みつなり歯科～浜東 10:05^V10:15 神輿車輸送 バス移動
浜東町会 ◎10:15～ 10:25

浜東～浜新田 草田宅 10:25-10:35 神輿車輸送 バス移動
浜新田草田宅～今村工業 ◎10:35～ 10:50

今 村 工 業 10:50-11:00

今村工業～東町プリンス前 11:00-11:10 神輿車輸送 バス移動
プリンス前～東町公園通り ◎11:10～ H:25

東 町 公 園 11:25-11:35

東町公園～五反田木村宅付近 11:35-11:45 神輿車輸送 バス移動
木村宅先右折～出口宅 ◎H:45～ H:55

出 口 宅 地 内 11:55-12:05

出口宅～山王～東テク前 ◎12:05～ 12:20

東 テ ク 前 12:20-12:30
東テク前～蛇嶋細野宅付近 ◎12:30～ 12:35

蛇嶋細野宅付近～田町休憩所 12:35-12:40 店

ｏけ
で
３０

期勧
へ預僣＜‐３‥

“̈̈
［
］

誨
以
剛
御
樹
鋤

担
り
輿
食
町
１３

☆
よ
神
昼
田

”

諏訪神社 昼食
12:40～ 13:30(50分 )

田町休憩所～旭町(浜野幼稚園駐車場) ◎13:35～ 13:55

浜野幼稚園駐車場 13:55-14:05
本年はBコ ース

旭町休憩所～駅通り浜野駅西日～

石郷岡病院駐車場

◎14:05～ 14:30

浜野駅西日小休憩
石郷岡病院駐車場

14:30^∨ 14:50
(注)補助世話人 (大うち
わ、神輿の脚台持ち)

石郷岡病院駐車場～南 4～
南 3～パチスロDステーション

◎14:50～ 15:05
辻町の方は北一集会所か

らヤマヨ衣料品店前まで

渡御 し、次の仲東・田町

(合同)の人達と引継を行

なう、仲東。田町 (合同)の

方々はヤマヨ衣料品店前
で辻町の人達と引継を行
い、仲東休憩所で休憩し

た後、再び田町休憩 (本行

寺入日)まで渡御し、次の

柳町の人達に引き継 ぐ、

柳町は田町休憩所 (本行

寺入日)引継いで、柳町休

憩所 (出口駐車場)までで

終了。

Dステーション儘 ) 15:05～ 15:15

Dス テーション駐車場～南 2～南 1
関宅駐車場

◎15:15～ 15:35

関 宅 駐 車 場 15:35-15:45

南 1～北 1～北 1集会所
◎15:45～ 16:05

北 一 集 会 所 16:05-16:15

北 1～辻町～仲東
◎16:15～ 16:40

や まよ駐車場 16:40-16:50

仲東ヤマヨ駐車場～田町～

柳町出口宅駐車場

◎16:50～ 17:10

出 口 宅 付 近 17:10-17:20

出回宅 (駐車場)～諏訪神社 ◎17:20～ 17:30

神社 神興納め 17:30
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平成29年 10月号

平成29年 9月 17日 (日 )10時 より浜野会館大ホールにおいて第32回浜野町「敬老の集い」を開催しました。強い

台風18号が九州に接近しており、14日 に対策の会議を招集し検討を行った。当日、台風は九州に上陸し午後の影

響を考え、演目の内容を少なくし早めの切り上げとし実施した。

今年度も祝福と感謝の気持ちをこめ、更なる長寿と健康を願い浜野町に居住する75歳以上の方を対象に開催。

今年で第32回 を迎える「敬老の集い」は150名が出席され浜野会館で賑やかに行なわれました。午前10時 より福
祉部長の司会により、矢崎民生児童委員より開会の辞、長嶋町内会長、小河原民生委員代表の祝辞、来賓の方々

は地元選出の議員、本行寺住職がお見えになりました。謝辞では平根義勝曙会会長より挨拶、秋葉副町内会長の

乾杯の音頭で祝いました。午前午後の踊り、カラオケ、大正琴や尺八の演奏で懐メロを合唱したり、賑やかに行
われました。

長嶋会長は見送りの際、何人かに「開催して有難う」と言葉をかけらえれ、「開催して本当に良かつた」と感
想をのべました。

<イベントの紹介>
歴史講座
イベント内容が変更となりましたご注意下さい。
10月 14日 (土)9時 30分～11時30分
内 容 :生実藩領の巡剣道筋について
講 師 :今 井 公 子

歴史散歩
10月 20日 (金)8時 30分～
内 容 :生実藩領の巡剣道筋を実施踏査
集 合 :生実神社一おゆみ野金城寺で解散
11月 4日 (土)9時 30分～

中学生ボランティア

今年の出席者で最高齢者五反田2町会の和知ハルさん96
■上

―

呈されました。

内 容 :布ぞうり作り (残り布を利用 )

|‐■ . 平 1成29年1度 ‐

のま|ま

盆踊り大会 IIII支決算 1書|く報告 )
今年度8月 17日 (木 )。 18日 (金 )の 2日 間に行われた盆踊り大会の収支決算について報告いたします。会計 :菅原
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寄 金 682.000 寄付 149件 2日 雇 151件、一昨年度 152件
雑 入

J叉 計 682.000
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謝 ネL 金
等ヽ謝 ヘ 1万円、 囃子譴 ど・Fl万へ 1万 F
畜内 1 こ行寺灯剛

謝   ネL 23,825 科・受付・放送・資材提供謝礼 3千 円× 4名、物品購入時車借用謝礼 5千円、
電罫IB饉当是争言計ネLFtt Lビ ーール (6,825F])

会場運営費

16.463 くじびき賞品 (1等～
ラタ  カ□ 4
区ネL月 47.001 「へ の 波 利:用 品 ^ろ 鹸 3個人 × 70(40,800円 )、 ボックスティッシュ×170(6.201円

35.252 □ ― ア 軍手 紅白テープ ゴ ミ ビニール袋、その他

設 備 費
7,988 マジックイ ン =

什 器 費
105_3. 卜場 照田≦手設備費およて 料

食 料 費 接 待
う
０ 等 に対 す る :食物

含  場 5 、ヽ 反省 | きキ

雑    費
郵  洪 案 内状 洪 小切

保 険 料
雑    費 ポ ス タ ー そ の

V 599.841
人 |1計|■1菱

〆 7■988=51

収入計 682,000円
支出計 599,841円  差引残高82,159円 については翌年度へ繰越。
上記のとおり報告いたします。
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